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sexual plants in the mean value of frond length. 

d. AIl sorts of plants of the present species were absent from tbe locality 
on the 2nd of Septembsr， h:lVing been washed away before this date. 
2. The annual yields of Undω'iα 1JInnatザclαinNiigata Prefectu閃 (Ecbigo
Prov. & Sado Isl.) from 1951 to 1956 were proved from the available data to 

be in proportion to the totll of sunshine hours from January to March of the 
conesponding years. 
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欧 掛| を巡 りて (II)

湖水紀見

T. SEGI: My visit to Europe (IIl 

(3)英国より和蘭へ

cr.くも 9JJとなって ロンドンにJJIJれを告げ，KLM機で体:か 11時間余飛

ぶと アムデノレダム Schiphol昔日告!とyRく。 {tで

飾られた美しい25iiEピノレから街に|昔jうと，当円安L
は淀み迎河の水jtfく，ム1波す限りfAの平野が絞

き，如何にものんびりする。夜IC入れば公附の

木も，建物も，iEに碇ii'1する船も，特殊な照明の
rllに浮かび上がり，お(1mのi!!:Wに米たようであ
る。 i'(i11でライデンに向 う途rll，述近に見られ

る大きな[ff{rjiが如何にも和l1!tiらしい.Rijksher-

bariumに行くと KOSTER女火，V l¥N DEN HOEK 

氏が迎えてくれた。 l比処には SlEsOLD，SUR1N-

GAR， WEBER VAN BOSSE (Siboga Expeditionl， 

HAUCK， KUTZING ミワーの標本;が多く又・米国の

GARDNER， TAYLOR， HOl.LENsERG旬、;の際水も

コスター女史

(ライ デン/JI¥";'t館前にて)

あって，*1'Hの符釘iを研究する上に杯iめて市辺;なi9rで'ある。特にdt処でn木
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庄の PolysiρhoniataPinocarρa SURINGAR (和紙に標本作成)， P. fragilis 

SURINGAl~ 等の typ巴を調査し得て幸であった。 H昔葉室 l乙は白一色の標本箱

がずらりと並ぶ。又各階の脂葉室入口lこは防火壁があり，標本及び書籍運搬

用の小形エレベーターがあるのも面白かった.標本はアルファベット順lこ実

lζよく整理されており，産地の大陸別によって夫々遜った色のラベルがはら

れている固又 typeは赤， duplicateは桃色と区別している。索引カードも非

常に完備し，原文献から年号， Synonym Iζ至る迄整然と書かれているのに

は感心した。との Herbariumは昼休み2時間閉鎖になり，午前午後各一回

ずつお茶の時聞があり，との時KOSTER女史の紹介で多くの学者逮と会見出

来た。

ライデンはとても落着いた町で，運河lζ沿った町立立は一昔前の都市を思、

わせ，歩いていると本当に頭が休まる様だ。街には自転車の通学・通勤者が

多い。折柄日本の版画・浮世絵展(江戸，明治時代のもの)が RijksIIluseum

で聞かれており，又別館の自然科学賞官にはり yネの用いた採集道具や楳本等

多数の歴史展示物があった。

或夜 KOSTER女史宅へ HOEK氏夫妻と共に招かれた。玄関に仏像が飾

られ，御白l受の庭園は暗くて見えなかったが，室内では色々な話題fr花が咲

いた。就中日OEK氏の口から異様な発音が“deshima"(長崎の出島)の話ーが

出た時には，彼の日本lζ対する関心の程が窺われ，思わず微笑した。思えば

和蘭は江戸鎖国の時代，日本が貿易を許した唯一の西欧国であった。

ライデン滞在最後の日， KOSTER女史が大学内を案内してくれた.中世

以来の伝統を持つ一角には，階段や廊下の壁一面に昔の学生の戯画が保存さ

れ，又嘗て此処lと学んだ学生遂のナイ γで，天井近くi:ll!められている室もあ

る。その中には小さなガラスでカパーし，記念lζ保存しであるものもあった

(チャーチルのサイン等)。又は講堂正面はステ γ ド・グラスで飾られていたが，

その一部に日本の草人を描いたものもあった。之は戦争を忘れない為にとの

事であったが，今次大戦で蘭印を占領した事が，彼等の心を如何に刺戟した

かと色々考えさせられる。又 Herbariumで日本の古書を見せてもらったが，

本草綱聞をはじめ江戸及び明治初期の植物に関する和綴の本及び巻物が数種

類，虫にもH食われずよく保存されている。中には百年の普，名古屋で出版さ

れた草木図説目録もあり，全く，思いがけず懐しかった。最後に KOSTER女史

の研究室長に行くと，その壁には多くの欧州藻類学者の写真が掲げてあった.
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シヤーロッテ ンルンド

水産研究所

(コペンハーゲン郊外)

の電話がかかる。翌朝出迎えを受けて郊外のνャーロ ッ
テンノレンドの水産研究所に行く。亭々たる巨木!C包まれ

ルンド博士

(シヤーロッ テン

Jレンド水産研究所

入口にて)

て眠った様iEIゆかな森の中l乙，城を思わせるような研究所が立っている。所

内を見学後，付属水族館に案内される。此所にはアフリカ産の電気自主，グロ

デスクなよ巳い大総等が居り，又水利?の一茎¥には遊泳する魚、が全然居ずイソギ

ンテャグ .-j-:/ゴ等が色彩美しく配刊されていた。ス別館のJ.ef示会では，海

泌関係として丁妹':~~海藻燃本をはじめ ， Fucusを成長JI頃に実物によって示し

コ4 ンハーゲン Botanical

Museum (植物園内にあり)
Fucl.lsを成長順に展示したもの(右)
Fncusの単純ifii加に於ける:件fJ立を示
したもの (tr:l
( ('Uれも Jiiιcus本体を使用，シヤー
ロッテン Jレンド水EE研究所別館にて)

たものや，単位函和当りの成育数

を之又実物!とよって示したものが

あった。此処から海岸迄も左程iii

- 29ー



66 五属類第7巻 tn2号昭和34年8月

くなく採集も行たつロ

)1七処の植物閑研究家{ζ行くとR下地改築中

であったが，111来上ったー京で CHRlSTENSEN

氏.LANGE教授その他の数五日と一紡に名物の

スモ レ・プロッ ドを御馳走になる。CURISTENSEN

氏は，昨年来られた |時国先生の忽出話等をし

た。園内の BotanicalMuseum (ζは.BORGESEN 

氏の標本をはじめ多くの標本が丁抹，グリシ

ラン ド及び諸外国別に保存され，又廊下や階

段の壁には Laminaria digitata. Eck!onia 

buseinalis等数種の1J:大燃本を額に入れ展示し

てある。此処では日本にも産する Poly:;ゆhonia

llanψ'saxii BORGESENの typeを1/1心として

色々検べた。続いた引には，小生が'Efて BORG-

ASEN氏に送った手紙起iが一枚残らず保存され，

又小生がモーリッ VァスI干の PolysiρhOJlia亭

コペンハーゲン Botanical
Museu日1 内部rl-I央階段附
近に掲げられた Eckloni.a，
buce仇alisの巨大桜本 (1r:
上)

有定した l時の桜木~i も ， 一括して全部保存されていた。又 Inspector の

I-IAGElWP P;i-J は色々とfJlvrにぶしてくれ，tll本や描画用の44-t4J[iJ1lを記念

右附ハンセン氏，中央クリス

テムノセン民，左前筆者

(フレデヲヮヲス .-;t)レグ械にて)

に下さった。

折からコペジハーグンの街はノ

ノレクヱ イ の悶}j)~一色 lζ t~I って いた

が，之は乙の国の王が来訪せられた

為である。偶然にも王の行列!こ会い

近距離から王を保影し得た。

滞在rllの-I::l，HANSEN氏，CEI-

IUSTENSEN氏の好意で大学の111を提

供され，ヘノレペックの BORGESEN氏

宅を訪れた。坦々たる ドライグヲ エ

イを進む中約21時Il:fL山巾の Hille-

rodという処(c， 池{ζ而iしたフ レデ

ックスポルグ城がある。 E25の様[ζ作

える壮大な械で，用の辺からは美
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しい音楽が響いて来る。此処から更にドライグしていよいよヘノレペックの

BORGES凶氏宅に着く。未亡人と令織が心から歓迎してくれたが，僅かの違

いで故人となられた博士に会えなかった事が，返す返すも残念であった。庭

園は個人のものとしては此の国第ーを誇り頗る広く，又植物の種類も多くメ

タセコイアまである。日本の石燈範も池の傍にあり，附近一帯は東洋的な色

彩が濃い(松，銀杏，竜胆等ありL此所のグスト・ブックには山田先生，ノ
ルクェイ皇帝，悶皇后，デンマークの前皇后等のすイシがあり，小生もその

一隅にすイシし得た事は光栄であった。未亡人は BORGESEN博土と共に船

でよく旅した事，博士が生前海と乙の庭園を乙ょなく愛していた事，デシマ

』クの前皇后もとの庭を愛されよく訪れられた事等を，静かに解り易い英語

で話して下さる。此処は対岸の瑞典を指呼の間tζ望む景勝の地である。夕方

名残を惜しみながら辞去し，ハムレットの舞台として有名なクロンボルグの

城を訪れた。乙の城の石思lr.は珍しい地衣類がある由で， CHR1STENSEN氏が

指示した辺に黄・色い夫らしき物があったが，何しろ痴を隔てて高い処にある

為，残念乍ら採集も出来なかった。城の哀iζは太きな造船所があり，近代と

中世の対照が如何にも面白く感じられた.ヨベ γハーグンは，アングノレセ y

を生んだお伽話の国の首府だけあっておっとりと落着き，色々の Museum

や玉城を見たが，ブィツジユ・マーケットも特lζ印象lζ残った。日本の魚市

場と逸い清潔で臭気がない点，計算機等が機械化されている点等が感じられ

fこ。

(5) 丁抹より瑞典へ

対岸の瑞典まで，岸lζ打ち寄せる海の波が見える程の低空を， 9月14日の

午後約20分間飛ぶ。着・いてみるととの国は如何にも平穏・平和で，学問の研

究にふさわしい拝囲気であった。夕方ノレシドのホテルlζ着く と，既lζKYLIN

夫人の置手紙があり，電話で明日の打合せをする。此処は静かな大学凶r，世

界藻績学の発祥地とも言うべきノレシドに，今居るかと思うと全く夢の様であ

る。 Museumの2階l乙AGARDH父子の楳本，又地下室の廊下に KYLlN博士

の楳本が保存しであり，ビキニの標本も一室』ζ緩められている。 AGARDHの

標本を見る時は希望の種名を記帳して PETERSON氏に組むと，大切そうに持

って来てくれる。夜は勿論，昼食等で一寸外出する折も一々返却する。標本

箱の上tζは}.AGARDHの金色の胸像が置かれてあった。 PETERSON氏の好

意で朝7時から夜8時過迄，研究室を開放してくれたので研究能率が上った。
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ルンドの BotanicalMuseum 
(~山物幽内にあり)

シリン夫人(;レン ドBotanical
Mus巴um入口にて)

此処では多くの ACArmH父子の肯いhii本，KYLINの秘本省:の内特lζn木と

関係の深い POlY3iρhonia，Gelidium "，r;を調べ，又問題の Orcasiaを検鋭し

た。その内生絞は遂に位認し得なかったが，その傾向は観祭された。又ナガ

νマモクの記載l時比較した Sargassum braclelosum J. AGAIWlIを検べられ

たのは望外の喜びであった。総物 lhll の t~'.内 lζ は診しい~物が沢山あったが

殊Iζテリー原産の Arazィcarza及び CercidiρhyllumjaρomC!l111.が注目を芯

いた。*ß.{がオにから本へ~り移る姿を比かけるのも女11何 lζ も北欧らしい。又

入口.i[i:くには AGARDlI会館 ("借.て AGARDII父子が研究していた所で，今は

細胞分煩学研究室及び HeadGardn巴rのオフ ィス)があり，その前のH長い木

路lζC.AGARDHの胸像，少し奥の池の辺lζ J.ACARDHの胸像があった。別

仰には KYLlNの笛て研究した研究所があり，所長 BUUSTROMt'!J土の案内で

所1)-:1を見合:したが，現在は KYLINの令，目、 ANDERSKYLIN氏が組物生理を研

究しており，夫人の話によると放同:lとそっくりの創であるという。此処の

J拡議五lこは KYLlNの肖{後画があり，その前で夫人は生前の同士の思い山を12';
みる様なl出で色々語った。又此処iζは総誌の pigmentの研究をしているノ

ルクェイの IIALLDAL氏が居られ，ス刷物ホノレモン研究室は如何にも フレツ

ジュな感じであった。 MuseumのJ)i似11の壁には 1917年 Greenlandの述征を

した Dr.T. WUEFFの記念似がはめこんであった。又他物l必の近くの器地lζ

モニュメント を忠わせるような立派な C.AGARDHの42があった。 PETEUSON
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氏の話によると，彼は海藻学者であると同時にζの地区の Bishopであり，

銀行家であり，又乙の植物園創始者でもあったと言う。大学本部へ行くと，

講堂には此処出身の有名人の肖像画が多数飾られ， AGARDH父子の肖像もあ

った。又入口lζ日本の柔道講習の大きな張紙があった事も，思いかけなく注

目された。

夜は創立500年と言う古い Staketνストラシ(監に昔の物々しい銃剣

等が飾ってある)で歓迎晩餐会を聞いてくれた。 KYLIN夫人及び令息，PETER司

SON夫妻， HALLDAL氏が集り，蝋燭の火の下で Swedishrhapsodyの静か

な奏楽を聞きながら秋の夜長を楽しんだ。

，思い出多いJレシドを後にして，再び Malmo空港からストックホノレムに

向う。夜になってとの街lζ近づくと，何と美しい事であろう。機上から見る

と住宅の灯が宛も鐙の様lζ郷き，五色の光吉交錯する中を Bromma空港に

着陸した.此処は如何lとも盤かな国を思わせ， 20階以上もある宏壮な学生寄

宿舎，北方民族博物館，生物博物館，野外大博物館スカシセシ等を訪れたが

郊外の自然美は又特IC美しかった。

此処から汽車lこ1時閣程乗って，乙の国最古(大学は 1477年創立)最大の

大学町として有名なヲプサラlζ行く。此処の植物園の一室には，待望のアサ

クサノリの typeが保存しである.Er.IAS MELIN博士の御世話で， SKUJA博

士の研究室でとの標本を精査した(詳細は後日別報予定).1807年完工した植

物学教室は，正面から見ると恰もギ 9i/ア神殿を思わせる巨大なドりア式円

柱が立ち並び，変った建物であった。半分は室内植物栽培場，半分は陪菜館

になり，又所謂 LinnaeanHallがある.SANTESON氏の案内で此処lζ保存

されている THUNBERGの日本近海産 Sargassum thunber gii O. KUNTZE， 

Sar gassum enera C. AGARDH等の標本を主に検べた.昼休みに圏内を歩

いてみると，Campamula， Saxifraga等の多のく植物が， 大きな揺鉢状の穴

の中に生育し，又Piceaの壮大な並木が続いて，遥かにクプサラ城を望む風

祭等忘れ得ぬ印象を受けた。(統く三重県立大学水産学郎)

学金銭事

審議員選挙開票結果

去る 5月末日をらって本会評議員選挙を終へ.6月5日に倒栗いたしましたところ
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